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連結決算への移行ならびに連結業績予想のお知らせ 

 

当社は、下記の理由により 2019年 10月期第４四半期から連結決算に移行いたします。また、連結決

算への移行に伴い、2019年 10月期(2019年１月１日〜2019年 10月 31日)の通期業績予想を下記の通り

お知らせいたします。 

 

記 

 

1． 連結決算への移行理由および連結対象範囲 

当社は、2019年 10月１日付で株式会社エイム・ソフト（以下、「エイム・ソフト」といいます。）

ならびにエイム・ソフトの子会社の株式会社ネクストエッジ（以下、「ネクストエッジ」といいます。）

を子会社化したことに伴い、2019 年 10 月期第４四半期決算より連結決算へ移行することといたし

ます。なお、会計監査人との協議の結果、エイム・ソフトおよびネクストエッジの個別財務諸表に

ついては下表の通り、個別貸借対照表のみを連結対象としており、同２社の個別損益計算書は進行

期である 2020年 10月期第１四半期より連結対象として開示いたします。 

 

2019 年 10 月期の連結財務諸表の対象範囲 

 アイスタディ エイム・ソフト ネクストエッジ 

個別貸借対照表 ○ ○ ○ 

個別損益計算書 ○ ― ― 

「○」2019 年 10 月期連結財務諸表の対象 

「―」2019 年 10 月期連結財務諸表の非対象 

 

 



 

２．2019年 10月期(2019年１月１日〜2019年 10月 31日)通期連結業績予想について 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

一株あたり 

当期純利益 

通 期 業 績 予 想 754 △4 △5 △18 
円 銭 

△4  67 

 

３．通期連結決算業績予想の概要 

 当社は、2019年 10月１日付で株式会社エイム・ソフト（以下、「エイム・ソフト」といいます。）な

らびにエイム・ソフトの子会社の株式会社ネクストエッジ（以下、「ネクストエッジ」といいます。）を

子会社化いたしました。これに伴い、同２社を取得するにあたり支出したアドバイザリー費用約 41百

万円は、アイスタディ単体の個別貸借対照表では子会社株式（投資その他資産）として認識されており

ますが、連結財務諸表上は連結財務諸表作成の会計基準に従い、販売費及び一般管理費に計上いたしま

した。加えて、アイスタディ単体においては、2019年 10月期までに受注した案件の売上総利益の計上

（約 20百万円）が次期に持ち越しとなったことや、LMS事業における先行投資が計画対比で若干上振れ

したこと等の事象も重なり、連結損益計算書における営業利益につきましては△４百万円を見込んでお

ります。 

 なお、アイスタディ単体の個別財務諸表では当期純利益 22百万円を見込み、この結果、利益剰余金

は 28百万円を見込みます。従い、配当予想は従来の 3.5円から変更の予定はございません。 

 

４．当社の個別の業績予想について 

当社グループは、次期以降についても連結業績予想を公表する方針であります。従いまして、2019年

５月 10日に開示した「通期業績予想の策定に関するお知らせ」 における個別業績予想については取り

下げます。 

 

５．今後の見通し 

 連結決算に移行した影響を踏まえた、2020年 10月期業績予想については、2019年 12月 13日開示予

定の連結決算短信および決算説明会にて発表する予定であります。 

 

( 注 )本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、  その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。ま

た、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

 

以上 


